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前橋市との災害時協定を見直し締結
応急給水など協力体制をさらに強化

 前橋市管工事（協）
　前橋市と「災害等の発生時における応急復旧及
び応急給水に関する協定」を従来の協定を見直す
形で新たに締結した。
　元々平成９年に締結していた協定で、能登半島
地震や熊本地震など、大規模災害発生時には組合
員を被災地に派遣し配水本管や給水管の早期復旧
に向けた支援活動を行ってきた。
　協定の見直しにあたり、支援活動に実際に従事
した組合員も委員会に参加、実際の現場で起こっ
た事態を踏まえて検討を行った。
　新協定では、特に被災時の飲料水や生活用水の
応急給水ができる
よう協力体制を強
化し、組合が所有
する給水車で給水
活動に当たること
となった。
　２月18日、前
橋市役所において
開催された締結式
では、小川晶市長
から感謝の言葉が
述べられた。

環境経営セミナー・情報交換会を開催
環境に関する直近の動向を確認

 ぐんまエコアクション21倶楽部
　３月９日、前橋市・前橋プラザ元気21におい
て、最新の環境関連法規に関する環境経営セミ
ナーを開催。講師は（株）環境評価機構代表取締
役・片亀光氏。
　片亀氏は、中東情勢・異常気象・生物多様性・
カーボンニュートラル・水質・廃棄物削減など多

岐にわたる事項につき、
直近の動向や関連法令の
改正状況を解説した。
　最後に環境経営の方向
性として、「ゼロ・カー
ボン」、「サーキュラーエ
コノミー」、「ネイチャー
ポジティブ」を３つの柱

として挙げ、当事者でなくても課題を共有する「共
事者」としての意識を持ち、各々ができる取組み
を進めていくことが重要であると呼びかけた。
　セミナー後に実施した情報交換会では、エコア
クション21の新規認証登録のニーズ掘り起こし
や、社内への啓蒙などについて意見が交わされた。
また、創立20周年記念式典を10月22日に開催す
ることを決定した。

天下人を支えた理想のナンバーツーから
組織運営を学ぶ

館林機械金属工業（協）
　３月16日、館林市・館林商工会議所会館にお
いて、「豊臣兄弟に学ぶ企業経営」をテーマに講
習会を開催。講師は英傑育成座代表・神尾弘和氏。
　神尾氏は、豊臣秀吉の実弟の秀長の実績を紹介。
出世していく秀吉を支える裏方に徹して、勢力拡
大とともに増えていく家臣をまとめ上げ、必要な
らば命を懸けて秀吉に諫言する姿勢を理想のナン
バーツーと評した。
　現代の経営に通じるものがある部分として、①
秀吉が自分の長所短所を自覚しそれを補える秀長
を重用して適材適所・分業を徹底した点、②秀長
が家臣に限られた原資をうまく配分したバランス
感覚、③兄弟間で理念を共有できていた点、④信
頼関係に基づいた諫言などを解説した。

調印後の品川諭理事長(左)と
小川市長(右)

片亀氏

秀長の手腕を
題材に経営や
マネジメント
などを解説
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市内の子ども向けに工場見学ツアーを開催
ものづくりの楽しさに触れてもらう

 館林金属工業団地（協）
　３月27日、市内の小学生親子を対象に館林金
属工業団地内の工場見学ツアーを開催、６組の親
子13名が参加した。
　組合事務所内のものづくりミュージアムや組合
員の工場を見学。キーホルダーを作成するワーク
ショップも実施し、参加者は地域のものづくり企
業の魅力に触れた。

群馬の地酒フェスタ開催
500名が日本酒で乾杯

 群馬県酒造（協）
　４月18日、高崎市・Gメッセ群馬において、
群馬の地酒フェスタを開催した。
　県産の酒米「舞風」を県産の酵母と水で仕込ん
だオール群馬の地酒「舞風ブランド」の新酒初披
露と、各蔵元が自慢の銘柄をPRする恒例のイベ
ントで、今回で29回目を迎えた。
　当日は開場に先立ち、来賓・招待者を迎え、生

産者表彰式を実施。「功績」、「品質」の２部門に
おいて計９名が表彰された。
　開場後は約500名の参加者が、思い思いにブー
スを訪れ各蔵元の自信作を試飲。フード事業者と
のコラボにより提供された食べ物と合わせて舌鼓
を打った。

春の上州どっと楽市、晴天の中大盛況
高崎卸商社街（協）

　４月18日・19日の両日、高崎市・ビッグキュー
ブや問屋町公園などにおいて、一般消費者向けの
大販売会「どっと楽市」を開催。組合員をはじめ
バラエティ豊かな107店舗が出店した。
　来場者は両日で約18,000人。天候にも恵まれ、
買い物の他、キッチンカーで買った料理を片手に、
屋外ステージのイベントや公園の体験コーナーな
どを楽しむ様子が見られた。

説明を真剣に聞
く子どもたち

阿部倫典理事長（左から５人目）や来賓と並ぶ受賞者

ワークショップに集
中して取り組む様子

開場前から
約400人が
列をなした

飲食を楽しみなが
らステージイベン
トを鑑賞

自分好みの銘
柄を求め蔵元
をめぐる参加
者たち


